
平成３０年度 教 育 目 標

(1) 本校の教育目標

《 校 訓 》 【 めざす児童の姿 】
清く 学び合う

明るく 岩滑大好き
たくましく 元気な子

(2) 経営方針

「キャリア教育を土台に、元気・笑顔・優しさいっぱいの子どもを育てる半田の教育」

を岩滑小学校で、教職員の磨き合いと保護者・地域の人との協働によって展開する。

ア 岩滑の人・自然・文化に学び、郷土を愛する心温かい子を育てる。

・ふるさと岩滑を教材化した学習の推進 ・温かい心に触れる体験活動の推進

・南吉記念館や地域素材の積極的活用 ・郷土愛を育む道徳教育の推進

、気力と体力に満ちた元気な子を育てる。イ 主体的に学び

・目標と計画・自己評価が見える授業実践 ・読書の推進と言語活動の充実

・主体的な学びにつながる家庭学習の工夫 ・外遊びの奨励と体力つくりの推進

ウ 子どもの特性を把握し、良さと可能性を伸ばす教育を展開する。

・基本的生活習慣と学習規律の育成・キャリア教育を踏まえた指導の充実

・学び合いと認め合いの場がある学級経営 ・ＵＤの授業と特別支援教育の推進

エ 家庭や地域と協働し、信頼される学校経営に努める。

・学校支援ボランティアの積極的導入 きめ細やかな相談活動の実施・

・家庭教育との積極的な連携 ・地域で育つ子の賞賛

(3) ３０年度の重点努力目標

ア 集団生活の基本の徹底と個に応じた指導・支援を実践する。

・児童にとって心の居場所となる学級づくりを基盤として、職員の共通理解のもとに

集団生活の基本の徹底を図る。

・日常の観察とともに、保護者や関係機関と連絡を密にして、児童の変化に注意をは

らい、問題解決に向けて迅速に行動する。

イ 授業改善に努めるとともに、道徳の時間とキャリア教育の充実を図る。

・現職教育において、カリキュラムマネジメントによる学習成果の向上を図る。

・授業での学習規律の徹底を図る。

・道徳の時間についての研修を深める。

・校区の幼稚園・保育園・中学校・高等学校と連携し、キャリア教育を推進する。

ウ 児童や保護者、地域に信頼される教師であるよう努めるとともに、ワーク・ライ

フ・バランスを意識して、心身の健康に留意して教育活動に取り組む。

・保護者、地域との協力関係をより強固なものにするため、日頃の教育活動を通した

連携を充実させ、信頼される職員集団を目指す。

・広い視野をもって仕事にあたり、お互いが支え合いながら、心身ともに健康な状態

で教育活動に取り組むことのできる職員集団を目指す。


